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はにゅうしりつとしょかん 

【ようかい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おばけなんてないさ」 

せなけいこ/絵 ポプラ社 E/ｵ 

おばけはこわい? おばけはきらい? そういうとき

は、この歌
うた

を歌えばへっちゃらさ! 

童謡
ど う よ う

「おばけなんてないさ」を

題材
だいざい

にした、ユーモアあふれる

貼り絵
は え

が楽しい
たの     

絵本
え ほ ん

。 

「おばけがぞろぞろ」 

ささきまき/作 福音館書店 E/ｵ 

どんなところから、どんなおばけが飛
と

び出
だ

し

てくるのか。本
ほん

を開
ひら

くのもぞ

くぞくしてくるが、よく見
み

る

と憎
にく

めない、変
か

わったおばけ

たちが出
で

てきます。 

「おばけのかくれんぼべんとう」 

木坂涼/文 教育画劇 E/ｵ 

ごちそうの森
もり

へやってきた、おばけの 3 きょ

うだい。おばけママに頼
たの

まれ

たことを忘
わす

れて、食べ物
 た   もの

に

変身
へんしん

するかくれんぼに夢中
むちゅう

になってしまい…。 

「おばけのあんみつ」 

国松エリカ/作 小学館 E/ｵ       

あんころ城
じょう

のおとのさまは、お菓子
か し

が好
す

き。大
おお

き

な大きなおはぎを作
つく

ってお彼岸
ひ が ん

の

お墓参
はかまい

りをしました。ところが、山
やま

のお城のおとのさまは、おはぎを

大砲
たいほう

の弾
たま

と見
み

間違
ま ち が

え…。 

「おばけのばむけ」 

佐々木マキ/作 教育画劇 E/ｵ 

きのこは扇子
せ ん す

を落
お

としたことに気
き

がつきまし 

た。探
さが

しているうちに、ばむけと名乗
な の

るおば

けと出会
で あ

い、扇子を返
かえ

しても

らったのですが、知
し

らないう

ちにおばけの街
まち

に迷
まよ

い込
こ

ん

でいたようで…。 

「おばけのジョージー とんでいったふうせん」 

ロバート・ブライト/作 好学社 E/オ 

今日
き ょ う

は、村
むら

のおまつり。おばけのジョージー 

は、ともだちといっしょにおまつりに行
い

きま

すが、おまつりで買
か

った風船
ふうせん

を手
て

にしたのねずみが空
そら

高
たか

く

飛んでいってしまい…。 

「おばけもこわがるおばけ」 

内田麟太郎/文 童心社 E/ｵ 

「ばけちゃうぞ。ばけちゃうぞ。おばけがお

ばけにばけちゃうぞ」 夏
なつ

まっさか

り。暑
あつ

さにたえきれないおばけた

ちが、ぞーっと寒
さむ

くなるようなお

ばけにばけると…。 

「おばけサーカス」 

佐野洋子/作 講談社 E/ｵﾞ 

広場
ひ ろ ば

にやってきたサーカス。テントの中
なか

には、

本物
ほんもの

のおばけがいます。おばけの

おとうさんの団長
だんちょう

さんの合図
あ い ず

で、おばけのこどものペロペロた

ちが練習
れんしゅう

をはじめると…。 

「ようかいむらのふしぎとしょかん」 

たかいよしかず/作 国土社 E/ﾖ 

ようかいむらのふしぎなとしょかんには、こ

どもたちに夢
ゆめ

を与
あた

えてくれ

るばく館長
かんちょう

がいます。そこ

へじろきちたちがやってき

て…。 
 

「ようかいガマとの ゲッコウの怪談」 

よしながこうたく/作 あかね書房 E/ﾖ  

突然
とつぜん

、まっ暗
くら

になった理科室
り か し つ

で、人体
じんたい

模型
も け い

が

近
ちか

づいてきた! 校舎
こうしゃ

の中
なか

をに

げまどう 3人
にん

の子
こ

どもたちの

前
まえ

に、伝説
でんせつ

の妖怪
ようかい

たちが現
あらわ

れ

て…！？ 

「ようかいえんのかいすいよく」 

白土あつこ/作 ひさかたチャイルド社 E/ﾖ 

化
ば

けだぬきのばけたは、「ようかいえん」のみ

んなと海水浴
かいすいよく

。水着
み ず ぎ

に着替
き が

え

て、お弁当
べんとう

をもって、浜辺
は ま べ

に

集合
しゅうごう

です。ようかい体操
たいそう

で

からだをほぐしたあとは…。 
 

「オニのサラリーマン じごくの盆やすみ」 

富安陽子/文 福音館書店 E/ｵ 

赤
あか

鬼
おに

のオニガワラ・ケンは、地獄
じ ご く

カンパニー

のサラリーマン。お盆
ぼん

にな

り、亡者
もうじゃ

たちが里帰
さとがえ

りして

からっぽになった地獄
じ ご く

を年
ねん

に一度
い ち ど

の大掃除
おおそうじ

をします。  

「あやしい妖怪はかせ」 

小森香折/文 アリス館 Ｅ/ｱ  

屋根
や ね

裏
うら

にいる妖怪
ようかい

を調
しら

べてもらおうと、妖怪 

はかせを呼
よ

んできたモリオ。そこにいたのは

妖怪とうふこぞう。人間
にんげん

が怖
こわ

くて隠
かく

れていた。妖怪はかせ

が「もっとこわい妖怪に変
か

え

てやろう」と…。 

「とうふこぞう」 

京極夏彦/作 岩崎書店 E/ﾄ 

おばけはこわい。どこにでも入
はい

ってくる。 

どこまでもついてくる。部屋
へ や

にはいってき

たらどうしよう。こわくて

眠
ねむ

れない。なにかがふとん

の上
うえ

にのっかった! ふとん

の上にいたのは…。 
 

う ら め し や ～ ♪ 

 

【おばけ】 

 


